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１．はじめに
　広島大学では，学生の英語力を評価する方法の一つとして，TOEIC® Listening & Reading Test（以
下，TOEIC® L&R）の団体特別受験制度（institutional program，以下 IP）を導入しており，基本
的に全学部生が入学後の 5 月に本テストを受験する。そのため，学生は入学時点での英語力の指
標として，本テストの得点（以下，TOEIC スコア）を有している。



















り組みを行ってきた。例えば，平成 20 年（2008 年）よりポッドキャストによる英語学習番組
「Hiroshima University’s English Podcast」（榎田，2009）を配信しており，現在はさらに「English 
News Weekly」を追加した計 2 番組を配信（提供）している。その他にも，TOEIC 学習用のオリ
ジナル e ラーニングコンテンツ（TOEIC® Practice Questions）や学外の e ラーニングサービス（ALC 
NetAcademy 2，ALC NetAcademy NEXT など），多読教材の提供などを通し，授業外での自律学
習環境の整備に努めてきた。












　広島大学外国語教育研究センターでは，2016 年度に「広島大学英語 Can-Do リスト」を開発し
た。これは，一般財団法人国際ビジネスコミュニケーション協会（以下，IIBC）が開発した質問
紙を用いて，広島大学の学生を対象にデータを収集し開発したものである。
　Can-Do リストの開発は，次の手順で行われた。第一に学生の TOEIC スコアと質問紙調査の結
果を紐付けた。その後，学生の TOEIC スコアを基に，100 点刻みで 8 つの習熟度帯（200－295，
300－395，400－495，500－595，600－695，700－795，800－895，900－995）を設定し，英語の
四技能（リーディング，リスニング，スピーキング，ライティング）にインタラクションとファ





































































































の各項目が示されるものである。ここでは， 始めの画面で入力した TOEIC スコアからプラス 200
点上のスコア帯までに属する Can-Do リスト項目が示される。これは，それより上のスコア帯に
属する Can-Do リスト項目は，目指すべき Can-Do リストとしては難しすぎるため，現実的な目
標設定としては不適切であると判断したためである。もしこのような制限が無ければ，例えば，
現時点の TOEIC スコアが 200 点である学生に対して，TOEIC900 点を得て初めて達成できるよ
うな Can-Do リスト項目が多く示されることとなり，現実的な目標設定ができず，逆に学生の英
語学習動機づけを減退させてしまう恐れがある。図 2 下部では，リーディングにおける Can-Do
リスト項目が示されているが，図内中部にある「Writing」，「Speaking」，「Listening」，「Interaction」，
「Function」の文字をクリックすれば，それぞれの領域における Can-Do リスト項目が提示される。
　（2）の結果提示の段階では， （1）の段階で示された情報をもとに， 今後目指すべき TOEIC の目






れる（図 3）。ここでも，具体的な目標スコアと広島大学英語 Can-Do リストが照合され，そのス
コアを得た時点で英語を用いてできること，やや難しいがなんとかできること，の一覧が示され
る。次に，現時点での英語力の記述として，始めに入力した TOEIC スコアから推定される，現






















　本実践は，図 1 に示される英語 8 単位化学生のコミュニケーション IB および IIB における実
践である。コミュニケーション IB および IIB の授業では，『A Four-Skills Approach to the TOEC® 
Test: Gateway to Global Communication』（Enokida, Hiramoto, & Fraser, 2016）を統一教科書として









IIB およびコミュニケーション基礎 I，II では，前期と後期で HiroTan の内容を半分ずつ学習する
ことになっており，前期に標準リストの a01 から a20，発展リストの b01 から b10 の 3,000 語，




HiroTan については，毎週の授業では標準リストの 2 チャプターが範囲として指定され，定期的
に行われる小テストにおいては，発展リストも範囲として加えられる。ぎゅっと e については，
毎週リスニング問題 80 問，文法問題約 40 問がテストの範囲として指定されている（表 2 参照）。
表１　本実践対象者の背景情報
注：TOEIC スコアは一般的な算術平均値，自己評定順位の値は 1 から 4 の平均順位である。
平均値 標準偏差 最小値 最大値
TOEIC スコア 540.46 113.36 250 880
自己評定順位
　リーディング 1.76 0.95 1 4
　リスニング 2.44 1.13 1 4
　スピーキング 2.50 0.98 1 4
　ライティング 3.31 0.83 1 4
４．実　践
4．1．対象




注：HiroTan における a01 などの数字は語彙リストにおけるチャプターを表す。1 チャプターには 100 単語が収録
されており，a は易しめの標準リスト，b は難しめの発展リストである。
　　ぎゅっと e における L はリスニング問題，G は文法問題を表す。
テスト範囲 教科書範囲
第 1 回 オリエンテーション，実力診断テストなど
第 2 回 HiroTan（a01-a02），ぎゅっと e（L001-080, G001-042）
Unit 1
Unit 2
第 3 回 HiroTan（a03-a04），ぎゅっと e（L081-160, G043-084）
第 4 回 HiroTan（a05-a06），ぎゅっと e（L161-240, G085-126）
第 5 回 第 1 回小テスト（第 2 回から第 4 回の内容，HiroTan b01-b03）




第 7 回 HiroTan（a09-a10），ぎゅっと e（L321-400, G169-210）
第 8 回 HiroTan（a11-a12），ぎゅっと e（L401-480, G211-252）
第 9 回 HiroTan（a13-a14），ぎゅっと e（L481-560, G253-294）
第 10 回 第 2 回小テスト（第 6 回から第 9 回の内容，HiroTan b04-b06）
第 11 回 HiroTan（a15-a16），ぎゅっと e（L561-640, G295-336） Unit 6
Unit 7
Unit 9
第 12 回 HiroTan（a17-a18），ぎゅっと e（L641-720, G337-378）
第 13 回 HiroTan（a19-a20），ぎゅっと e（L721-800, G379-421）
第 14 回 実力診断テストなど
第 15 回 TOEIC IP
第 16 回 第 3 回小テスト（第 11 回から第 13 回の内容，HiroTan b07-b10）
4．3．Mahara における広島大学英語Can-Doリストの利用
　本実践は，対象者が 1 年次前期の学期末に受験した最新の TOEIC IP スコアについてのもので
ある。表 2 に示されるとおり，彼らはコミュニケーション IB の授業の一環（第 15 回）として，



























　以上の項目に加え，最後に Mahara というシステムや，「Can-Do 目標設定」機能について，そ
の他の意見や要望があれば，自由記述による回答を求めた。
4．5．結果と考察
　本節では，上記のアンケート調査の結果を示す。図 6 はプラグインの GUI についてのアンケー
ト結果（Q1-1 から Q1-3），図 7 はプラグインの有効性についてのアンケート結果（Q2-1 から
Q2-8）をそれぞれ示す。
　いずれのアンケート項目も，5 件法で回答を求めていることから，「3」の回答がスケールの中
間となる。そのため，図 6 と図 7 においてアンケート調査結果を視覚化するにあたり，「3」の回
答の中央を 0 となるように配置し，0 から左右に伸びる帯の長さによって，アンケートの各項目
に対して，調査対象者が相対的に否定的か肯定的かを示す。図 6，7 は統計解析環境 R（R 
Development Core Team, 2017）の HH パッケージ（Heiberger, 2016）を用いて作成された。
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　図 6 は，プラグインの GUI を尋ねる質問項目 Q1-1 から Q1-3 についての結果である。図 6 が



















　図 7 は，プラグインの有効性を尋ねる Q2-1 から Q2-8 についての結果である。図 7 が示すと
おり，Q2-1 から Q2-3 は肯定的な回答（帯が 0 よりも右に寄る），Q2-4 から Q2-7 はやや肯定的
な回答（帯が 0 よりもやや右に寄る），Q2-8 はやや否定的な回答（帯が 0 よりもやや左による）
であった。
　Q2-1 から Q2-3 は「私は，目標スコアを知ることができるのは有効だと思う」（Q2-1），「私は，
Can-Do 記述の形で英語力を示してくれるのは役に立つと思う」（Q2-2），「私は，「なりたいリスト」




　Q2-4 から Q2-7 は，「私にとって，「サジェスト」の内容はわかりやすいと思う」（Q2-4），「私
は，「サジェスト」に示された学習方法を試してみたいと思う」（Q2-5），「私は，「サジェスト」
に示された教材を試してみたいと思う」（Q2-6），「私は，「現在のスコアで出来ること」は自分
の英語力に合っていると思う」（Q2-7）である。この中で，Q2-5 と Q2-6 は「試してみたいと思
う」という，回答者自身の具体的な行動が求められる項目となっており，それらについて肯定的
な回答を行うことには躊躇があったものと思われる。また，Q2-4 はサジェスト内容が「わかり










Can-Do リスト自体の改善可能性を示している。これは，広島大学英語 Can-Do リストが，いわゆ
る四技能に加えて「人とやりとりする力」（Interaction）と「機能的表現力」（Function）を加えた
6 領域で構成されるにもかかわらず，そのための英語力の指標として TOEIC® L&R の結果しか使
用されていないことに一因があるのかもしれない。今後は，TOEIC® Speaking & Writing Tests な
ど発信技能の結果も加えて Can-Do リストを修正する必要もあるであろう。
　最後に，Q2-8 は「私は，今後も Mahara を定期的に使っていきたいと思う」である。これは，
上記の Q2-5 と Q2-6 と同様に，回答者自身の具体的な行動が求められる項目であり，肯定的な




　本稿では，オープンソースの e ポートフォリオシステムである Mahara を用いて，広島大学英
語 Can-Do リストを活用する実践について報告を行った。本実践では，広島大学外国語教育研究
センターにおいて開発した Can-Do リストを Mahara 上で運用するプラグインを用いて，（1）各
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　　 This report describes the application of the “Hiroshima University English Can-Do List” through an 
open-source e-portfolio system called “Mahara”.  In 2016, the Institute for Foreign Language Research and 
Education at Hiroshima University developed the can-do list, which was based on a questionnaire made by 
the Institute for International Business Communication.  It includes can-do statements not only in the 
so-called four English skills (reading, listening, speaking, and writing) but also in two additional areas 
(interaction and function).  The developed can-do list was implemented in the e-portfolio system as an 
attempt to evaluate students’ English proficiencies and to set their learning goals.  In this system, each 
student inputs his/her current TOEIC score, and then selects can-do statements which s/he would like to 
achieve.  The system then shows a target TOEIC score which s/he should get in order to achieve the 
learning goal, and suggests learning contents for it.  This paper reports on the first trial of the system 
administered to undergraduate students at Hiroshima University, and shows their reactions.  Future 
directions for utilization of the can-do list and the Mahara system are also discussed.
